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去
る
３
月
５
日
㈭
、

令
和
元
年
度
決
算
見
込

み
と
令
和
２
年
度
事
業

計
画
（
案
）
を
審
議
す

る
た
め
、
役
員
、
支
部

長
等
合
同
会
議
と
合
せ

て
政
治
連
盟
の
評
議
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
主
な
事
業
に
つ
い
て

審
議
の
結
果
す
べ
て
承

認
さ
れ
、
総
代
会
に
提

案
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
特
に
も
、
東
日
本
大

震
災
被
災
か
ら
９
年
が

経
過
し
、
県
内
の
津
波

震
災
地
域
は
、
こ
れ
ま

で
に
道
路
や
津
波
防
災

施
設
、
災
害
公
営
住
宅

の
復
興
事
業
が
、
着
実

に
進
行
し
、
歩
み
を
進

め
て
い
る
。

　
復
興
需
要
は
終
わ
り

を
迎
え
、
地
域
経
済
の

低
迷
に
加
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

県
内
経
済
へ
の
マ
イ
ナ

ス
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
方
、
就
業
者
の
高

齢
化
と
少
子
化
に
よ
る

若
年
入
職
者
・
労
働
者

の
減
少
等
に
よ
り
、
人

材
不
足
が
深
刻
な
状
況

に
あ
る
が
、
次
代
を
担

う
優
秀
な
人
材
の
継
続

的
な
確
保
と
技
術
・
技

能
の
継
承
が
な
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
む
と
と
も

に
、
将
来
に
向
け
組
合

の
組
織
基
盤
の
強
化
を

図
る
た
め
、
組
合
員
の

加
入
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
令

和
２
年
度
の
主
な
事
業

は
次
の
通
り
。

１
　
組
合
加
入
の
促
進

に
つ
い
て

　
新
規
組
合
員
加
入
の

増
加
を
目
指
し
、
組
合

加
入
実
績
の
あ
っ
た
組

合
支
部
に
つ
い
て
、
日

頃
の
活
動
成
果
に
報
奨

金
制
度
を
創
設
し
、
贈

呈
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
報
奨
金
額
は
、
新
規

加
入
１
組
合
員
に
つ
き

５
万
円
を
支
部
に
対
し

て
贈
呈
す
る
も
の
。

２
　
第
４
回
電
気
工
事

技
能
競
技
全
国
大
会

及
び
東
北
大
会
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　
第
４
回
電
気
工
事
技

能
競
技
全
国
大
会
は
、

47
都
道
府
県
工
組
か
ら

各
選
手
１
名
が
出
場

し
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ
に

お
い
て
11
月
25
日
㈬
開

催
さ
れ
る
。

　
ま
た
９
月
５
日
㈯
に

は
、
第
２
回
東
北
七
県

技
能
競
技
大
会
が
青
森

県
八
戸
市
八
戸
工
科
学

院
で
開
催
予
定
。

　
照
井
副
理
事
長
か
ら

全
国
大
会
及
び
東
北
大

会
出
場
候
補
選
手
は
、

一
関
支
部
㈱
平
成
電
設 

佐
藤
優
磨
さ
ん
に
決
定

し
た
旨
ま
た
、
３
月
下

旬
に
は
、
照
井
検
討
委

員
会
委
員
長
等
と
青
年

部
役
員
が
支
援
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
う
予
定
で
あ
る
旨
報

告
が
な
さ
れ
た
。
本
番

に
向
け
て
、
佐
藤
優
磨

さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待

し
な
が
ら
、
皆
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

３
　
第
一
種
電
気
工
事

士
資
格
取
得
に
係
る

受
講
者
支
援
に
つ
い

て
　

有
資
格
者
の
育
成
・

確
保
に
向
け
、
組
合
員

の
資
格
取
得
希
望
者
に

対
し
１
人
５
千
円
を
補

助
す
る
資
格
取
得
支
援

制
度
の
利
用
者
数
は
21

人
。
合
格
者
数
は
14
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
制
度
の
更

な
る
周
知
・
普
及
を
図

る
こ
と
と
し
、
次
年
度

に
お
い
て
も
実
施
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

４
　
東
北
電
力
㈱
関
連

施
設
の
視
察
研
修
に

つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
研
修

事
業
計
画
（
案
）
は
、

６
月
５
日
㈮
、
６
日
㈯

の
日
程
で
秋
田
県
能
代

市
に
あ
る
能
代
火
力
発

電
所
を
視
察
研
修
と
し

て
計
画
中
。
な
お
、
総

代
会
で
承
認
さ
れ
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け

に
案
内
予
定
。

５
　
岩
手
県
電
工
組
移

動
理
事
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
移
動
理
事
会
は
、
10

月
〜
11
月
久
慈
支
部
協

力
の
も
と
地
元
役
員
の

方
々
と
意
見
交
換
を
開

催
予
定
。　

 

６
　
令
和
元
年
度
決
算

見
込
み
及
び
令
和
２

年
度
収
支
予
算
に
つ

い
て

　
令
和
元
年
度
決
算
見

込
み
に
つ
い
て
は
、
調

査
事
業
収
入
が
ほ
ぼ
当

初
見
込
み
額
通
り
確

保
。
現
時
点
で
は
昨
年

の
記
念
事
業
に
伴
う
支

出
等
へ
の
持
ち
出
し
も

あ
る
が
、
技
能
競
技
大

会
積
立
金
を
確
保
で
き

る
見
通
し
で
あ
る
。

（
二
面
へ
つ
づ
く
）

組
合
役
員
・
支
部
長

合
　
同
　
会
　
議

令
和
２
年
度
事
業
計
画
等
を
審
議

人
材
育
成
や
組
合
加
入
の
促
進
図
る

平野理事長

発　　行　　者

岩手県電気工事業工業組合

盛岡市下太田榊48番地44

3 2 5 5

隔月１回  25 日 発行

編集発行人  平野喜嗣

印　　刷　　所
日
刊岩手建設工業新聞社

発　行　者
岩手県電気工事業工業組合
盛岡市下太田榊48番地44
電 話　656－3255
隔月１回25日発行
編集発行人　平野喜嗣

印　刷　所
日刊　岩手建設工業新聞社

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・奥州・花北

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする

　自家用電気工作物の電気設備の改修工事等を行ったとき、電気工事業者作業員の方が感電により負傷
又は死亡するという、痛ましい事故が後を絶ちません。また、発電所の設置や設備変更など、主任技術
者に連絡しないまま工事を行ったことによる関係法令違反も発生しています。
　電気事故（感電・アーク火傷）並びに関係法令違反を未然に防止するため、高圧受電設備の改修工事、
低圧分電盤のブレーカー交換及び配線等の工事を計画（実施）するときなどは、事前に電気主任技術者
（保安協会等）にご連絡いただきますようお願いします。

事前に電気主任技術者（保安協会等）にご連絡をお願いします。！
【ご連絡をお願いする事項】
● 高圧受電設備に係る工事を計画したとき
● 発電所及び非常用予備発電装置に係る工事を計画したとき
● 構内の電柱や電線に近接する作業を計画したとき
● 低圧分電盤のブレーカー交換や配線等の工事を計画したとき　
　（※高圧受電設備以外の電気工事でもご連絡をお願いします。）
工事内容等について、打合せの上、安全確保及び関係法令遵守のためのご助言や立会いをさせていただきます。

電気工事関係者さまへのお願い

三菱電機住環境システムズ株式会社

東北支社　第一営業部　岩手支店

〒020-0841　岩手県盛岡市羽場13地割30－11

TEL（019）637－1771　FAX（019）637－8911

これからの暮らしに、
本当に必要なものってなんだろう。
―これからの豊かさや幸せのために、
　私たちが、はじめたこと。
　それは、あらためて「暮らしの本質」を
　見つめなおすこと。
　〝省エネ化〟「省資源化」という社会全体の
　課題を解決しながら、
　ひとりひとりの「暮らしのクオリティ」を高めていくこと。
　そのための、新しいものづくりをはじめること。

　時代が効率を求めても、
　社会が複雑に変わっても、
　暮らしに大切なものはそう変わらない。
　誰もが使いやすい「人」発想の設計で、
　かしこくムダのないエコテクノロジーで、
　私たちは、人と社会、地域をつないで、
　これまでにない暮らしのよろこびを
　お届けしていきます。

　きょうをもっと豊かなものに、
　あしたをもっと待ち遠しいものに、
　変えていくために。

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒028-3621　矢巾町大字広宮沢第5地割315番
TEL（019）697-3333 ㈹　FAX（019）697-1100

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
本社営業部 〒028-3621 矢巾町大字広宮沢第5地割315番
  TEL（019）697－ 3333
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14－ 1
  TEL（018）863－ 2411

花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800
釜石サービスセンター 〒026-0032 釜石市千鳥町２丁目 1－ 5
  TEL（0193）23－ 1188

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力２０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
協会ホームページ　http://www.eme-tohoku.com/

岩手県支部  事務局／滝沢市穴口 275-11

TEL 019-613-2728　FAX 019-641-9428

連絡所／盛岡市・二戸市・花巻市・奥州市・一関市・久慈市・宮古市・釜石市・大船渡市
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（
一
面
か
ら
つ
づ
く
）

有
を
図
り
な
が
ら
、
次

年
度
の
受
入
れ
事
業
所

の
増
加
を
目
指
し
、
継

続
事
業
と
し
て
実
施
す

る
も
の
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
・
職
業
体
験
受
入
れ

事
業
所
リ
ス
ト
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
い

ず
れ
も
県
教
育
委
員
会

に
情
報
提
供
さ
れ
る
。

④
電
気
工
事
業
女
性
活

　
令
和
２
年
度
収
支
予

算
に
つ
い
て
は
、
収
入

は
実
質
前
年
比
１
７
０

万
円
ほ
ど
の
減
収
見
込

み
と
な
っ
て
お
り
、
支

出
を
抑
制
し
、
よ
り
効

率
的
な
運
営
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。　
　
　

　
　
　

①
電
線
寄
贈
支
援
事
業

に
つ
い
て
【
表
３
】

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

評
価
で
は
概
ね
好
評
価

を
得
て
い
る
。

　
事
前
に
高
校
等
と
の

情
報
交
換
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
の
が
共
通
し

た
認
識
。
新
年
度
に
お

い
て
も
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
な
お
、
電
線
寄
贈
事

業
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
役
立
て
ら
れ
て
い

る
の
か
県
教
育
委
員
会

に
求
め
て
い
た
各
校
の

電
気
工
事
士
等
資
格
取

得
状
況
は
【
表
３
】
の

と
お
り
。

②
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
業
実
施
に
つ
い
て

　
概
ね
好
評
価
を
頂
い

て
い
る
が
、学
校
側
は
、

電
気
工
事
の
体
験
実
習

等
を
望
ん
で
い
る
。　

　
こ
の
事
業
も
学
校
と

の
距
離
が
近
く
な
る
よ

う
受
入
れ
に
関
す
る
情

報
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
継
続
事
業
と
し
て

実
施
す
る
も
の
。

　
県
教
委
に
求
め
て
い

た
令
和
元
年
度
県
内
電

気
系
学
科
新
卒
者
の
県

内
就
職
状
況
は【
表
１
】

の
と
お
り
で
あ
る
。

③
中
学
生
の
職
業
体
験

受
入
に
つ
い
て

　
中
学
生
職
業
体
験
増

加
に
向
け
、
受
入
れ
希

望
事
業
所
を
募
り
、
県

教
育
員
会
を
通
じ
て
各

支
部
管
内
の
中
学
校
に

情
報
提
供
し
て
い
る
。

　
受
入
れ
事
業
所
数
が

少
な
い
中
で
、
情
報
共

躍
推
進
に
つ
い
て

　
女
性
活
躍
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
全
日
電

工
連
で
は
、「
電
工
組

女
性
部
」
設
立
を
促
進

し
て
い
く
方
針
を
打
ち

出
し
た
こ
と
を
受
け
、

本
県
工
組
に
お
い
て
も

女
性
部
設
立
に
対
応
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　
県
内
各
支
部
に
お
い

て
女
性
部
設
立
に
向
け

た
取
組
み
に
対
し
て
、

各
支
部
５
万
円
の
補
助

制
度
創
設
を
す
る
こ
と

と
し
た
。

⑤
出
前
授
業
の
開
催
に

つ
い
て
【
表
２
】

　
70
周
年
記
念
事
業
と

し
て
青
年
部
に
よ
る
高

校
へ
の
「
出
前
授
業
」

は
、
青
年
部
制
作
「
就

職
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

と
合
わ
せ
、
開
催
さ
れ

た
各
校
で
は
、
業
界
の

理
解
が
深
ま
っ
た
と
大

好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
年
度
に
お
い
て

は
、
各
支
部
が
中
心
と

な
り
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

⑥
電
気
工
事
業
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会

開
催
に
つ
い
て

　
全
日
電
工
連
で
は
、

人
材
育
成
・
経
営
者
育

成
策
の
一
環
で
「
電
気

工
事
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
会
」
を
開
催

し
令
和
元
年
度
よ
り
全

国
展
開
し
て
い
る
。

　
岩
手
県
工
組
に
お
い

て
も
こ
れ
ま
で
２
月
７

日
、
３
月
５
日
の
２
回

開
催
し
た
。

　
本
研
修
会
は
、
経
営

者
で
あ
る
組
合
員
、「
後

継
者
で
あ
る
青
年
部

員
、
組
合
員
企
業
に
在

籍
の
管
理
職
や
各
種
書

類
作
成
届
け
出
事
項
を

管
理
す
る
事
務
職
の
方

ま
で
幅
広
く
受
講
頂
く

事
で
、
組
合
員
企
業
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

遵
守
し
た
安
心
安
全
を

経
営
に
繋
げ
、
組
合
員

企
業
を
守
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
企
画
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
組
合
に
所
属

す
る
企
業
全
体
が
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
良
く

理
解
、
ク
リ
ー
ン
で
あ

る
こ
と
を
醸
成
し
、
対

外
的
に
安
心
し
て
仕
事

を
任
せ
て
頂
け
る
。
そ

し
て
〝
働
き
た
く
な
る
〞

業
界
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
て
行
う
も

の
で
あ
る
。
研
修
会
講

師
は
、
原
則
組
合
員
か

青
年
部
員
が
担
当
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
研
修
時
間
は
、
全
体

で
概
ね
１
時
間
30
分
。

１
科
目
30
分
程
度
。

　
講
師
用
の
研
修
資
料

と
は
別
に
支
部
宛
て
送

信
の
資
料
を
使
用
。

　
ぜ
ひ
支
部
に
組
合
員

が
集
ま
る
機
会
を
利
用

し
て
開
催
頂
く
よ
う
お

願
い
す
る
も
の
。

　
２
月
７
日
15
時
か
ら

市
内
ホ
テ
ル
に
約
50
人

が
参
加
し
て
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　
研
修
会
は
、
２
部
構

成
で
行
わ
れ
、
第
１
部

は
平
野
理
事
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
花
巻
支
部
日

興
電
気
㈱
岩
舘
光
氏
を

講
師
に
、「
電
気
工
事

業
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
会
」
を

行
っ
た
。　

　
当
該
研
修
会
は
、
全

日
電
工
連
が
お
客
様
目

線
で
「
組
合
に
加
入
し

て
い
る
企
業
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し

た
安
心
・
安
全
・
経
営

に
繋
げ
組
合
企
業
を
守

っ
て
い
く
」
こ
と
を
目

的
に
企
画
さ
れ
た
。

　
新
年
度
で
は
、
県
工

組
支
部
単
位
で
の
完
全

実
施
を
目
指
し
、
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
研
修

で
あ
る
。

　
第
２
部
で
は
、
冒
頭

電
設
資
材
卸
業
協
組

佐
々
木
岩
手

県
支
部
長
の

挨
拶
の
後
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
ラ
イ
フ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
社
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
事

業
部
高
繁
夢

二
氏
を
講
師

に
、「
ス
ト

ッ
ク
需
要
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
提
案
加
速
研
修

会
」
を
行
っ
た
。

【表３】資格取得状況（第一種・二種電気工事士取得及び２級電気工事施工管理技術検定）　　　　（合格者／受験者）
盛岡工 黒沢尻工 水沢工 一関工 千厩 大船渡東 釜石商工 宮古工 福岡工 計

第1種 5／10 27／52 31／42 11／30 5／15 0／7 0／８ ― 9／21 88／185
第2種 55／89 57／69 68／106 26／41 17／36 6／23 6／8 13／21 27／37 276／432

電気主任3種 0／4 ― ― ― 0／1 0／8 0／13
2級施工管理 6／22 ― ― 5／7 ― 2／4 ― 0／2 14／16 27／51

〔参考〕　ものづくりコンテスト東北大会結果（岩手代表出場選手の成績一覧）
　ものづくりコンテスト岩手県大会優勝者に東北大会への技術向上に向け資材等を提供

開催年度 開催大会 本県代表 氏　名 本県出場選手成績 優　勝　校
2019 秋田県 福岡工業 藤 原 幸 成 選手 第3位 青森県立むつ工業高校
2018 宮城県 福岡工業 田 中 志 龍 選手 第4位 山形県立山形工業高校
2017 岩手県 福岡工業 中 島 領 介 選手 第2位 青森県立むつ工業高校
2016 青森県 水沢工業 菊 池 康 紀 選手 第4位 青森県立十和田工業高校

【表１】令和元年度県内電気系学科新卒者の電気工事業県内就職率は、36.1%
　　　新卒者県内就職率65.8%(2017年 )　⇒　84.5%(2019目標：岩手県民計画指標 )
　　　電気系学科就職情報一覧
番号 学校名 学科名 在籍数 うち

就職者数
うち電気工事業へ
の就職者数 進学者数

1 盛 岡 工 業 電 気 科 39 36（4） 18（2） 2
2 黒沢尻工業 電 気 科 40 36（13） 11（6） 4
3 水 沢 工 業 電 気 科 26 22（7） 8（5） 4
4 一 関 工 業 電 気 科 27 21（4） 4（2） 6
5 千 厩 高 校 産 業 技 術 科 32 28（17） 2（1） 4
6 大 船 渡 東 電 気 電 子 科 18 14（10） 4（1） 4
7 釜 石 商 工 電 気 電 子 科 6 6（4） 0（0） 0
8 宮 古 工 業 電 気 電 子 科 16 12（10） 7（5） 4
9 福 岡 工 業 電気情報システム科 28 28（5） 7（0） 0

合計 232 203（74） 61（22） 28
（　）内は県内就職者数

　岩手県教育委員会では、岩手県の教育振興の施策に関する基本的な計画として岩手県教育振
興計画を定め「岩手県民計画 (2019～2028)」との整合性を図りながら岩手県の教育行政を推進。
　学校教育では、岩手の産業や地域を支える人材、世界で活躍できる人材など、優れた才能を
持った児童生徒が育つ姿を目指すこととしている。

岩手県民計画 (2019～2028) の主な指標　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）　

目標項目 ( 指標 ) 現状値
2017

目　　標　　値
2019 2020 2021 2022 2023

（参考値）
高卒者の県内就職率 65.8 84.5 84.5 84.5 84.5 84.5

【表２】出前授業開催状況

番号 高 校 名 開催月日 参　　加　　者　　の　　状　　況　　等
1年 2年 計 青年部 支部等 合　計

１ 盛岡工業 2/17 39 39 10 3 52
２ 水沢工業 10/15 40 37 77 8 1 86
３ 一関工業 9/30 ― 36 36 5 3 44
４ 釜石商工 2/18 29 22 51 8 ― 59
５ 宮古工業 12/19 27 19 46 8 2 56
６ 福岡工業 2/26 18 16 34 7 2 43
計 114 169 283 46 9 338
《事業成果》
1）電気工事業を幅広く説明できた。
2）地元企業の魅力を授業で伝えることができた。
3）OB の話には、興味深く耳を傾けていた。
4）小冊子配布により更に理解を深められたようだ。
5）高校生の質問に答えることで、更に理解が深まったようだ
6）実物を見せることでより興味が沸いたようだ等

信
号
機
工
事
実
演
（
盛
岡
工
業
）

鉄
管
曲
げ
指
導
（
水
沢
工
業
）
配
管
曲
げ
指
導
（
福
岡
工
業
）

第１部 コンプライアンス研修

第２部 知見拡充研修

令和元年度　スキルアップ研修会開催



⑶　令和２年３月25日㈬ 岩　手　の　電　気　工　事 第479号
　
従
来
か
ら
開
催
し
て

い
る
電
気
工
事
組
合
と

電
業
協
会
と
の
共
同
事

業
は
、
来
年
度
も
引
き

続
き
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
組
合
、
協
会
そ
れ

ぞ
れ
隔
年
で
役
割
を
担

当
し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
は
、
組

合
が
、「
県
内
工
業
系
高

等
学
校
等
へ
の
電
線
寄

贈
支
援
」、「
Ｉ
Ｔ
フ
ェ

ア
ー
の
開
催
」
は
協
会

が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し

実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

　
令
和
２
年
度
の
組
合

総
代
会
、協
会
総
会
は
、

５
月
26
日
㈫
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
に

お
い
て
、
組
合
と
協
会

が
交
互
に
開
催
。
令
和

２
年
度
組
合
は
13
時
総

代
会
開
始
と
し
、
協
会

は
15
時
か
ら
総
会
が
開

始
と
な
る
。

　
本
年
度
は
、
両
団
体

と
も
に
役
員
非
改
選
年

で
あ
り
、
合
同
懇
親
会

は
17
時
30
分
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
第
一
種

電
気
工
事
士
定
期
講
習

は
、
４
回
開
催
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
合
同
会
議
に
引
き
続

き
政
治
連
盟
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
、
事
務
局

か
ら
令
和
元
年
度
事
業

実
施
結
果
及
び
令
和
２

支部

トッピックス
宮古支部

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

　
昨
年
の
秋
に
三
陸
ジ

オ
パ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
場
所
は
三
陸
ジ

オ
パ
ー
ク
の
中
心
に
位

置
す
る
浄
土
ヶ
浜
で
宮

古
市
の
代
表
的
な
景
勝

地
で
す
。　
　
　
　
　

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

浄
土
ヶ
浜
の
園
地
内
を

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
巡

り
、
高
得
点
の
参
加
者

に
は
豪
華
景
品
が
も
ら

え
る
と
あ
り
、
県
内
外

か
ら
70
名
も
の
参
加
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ク

イ
ズ
を
解
く
の
が
楽
し

く
、
浄
土
ケ
浜
の
看
板

や
県
立
水
産
科
学
館
の

ト
ド
の
剥
製
と
一
緒
に

写
真
に
写
る
課
題
や
地

元
真
崎
産
ワ
カ
メ
と
鳴

門
産
、
中
国
産
の
食
べ

比
べ
な
ど
多
様
な
問
題

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
ジ
オ
（
地
球
・大
地
）

は
、
形
や
地
質
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
と
深

く
か
か
わ
り
あ
う
人
々

の
暮
ら
し
や
歴
史
、
食

べ
物
な
ど
も
対
象
に
な

る
そ
う
で
す
。
目
の
前

に
広
が
る
美
し
い
景

色
、
口
に
す
る
料
理
の

中
に
ジ
オ
と
人
々
の
か

か
わ
り
を
感
じ
る
事
が

で
き
ま
す
。
ジ
オ
を
難

し
く
考
え
る
の
で
は
な

く
、
五
感
で
感
じ
る
事

や
楽
し
む
気
持
ち
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
採
点
結

果
は
、
ま
さ
か
の

優
勝
で
し
た
。
景

品
の
箱
の
蓋
を
開

け
る
と
、
焼
き
ウ

ニ
や
塩
ウ
ニ
、
た

ら
こ
、
ワ
カ
メ
が

入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
三
陸

の
海
の
宝
石
箱
や

〜
♪

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
イ
ベ

ン
ト
等
の
自
粛
も

あ
り
寂
し
い
で
す
が
、

今
は
人
混
み
を
避
け

て
、
山
や
海
や
川
な
ど

散
歩
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
し
ょ
う
。
本
格

的
に
歩
き
た
い
方
は
、

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
の
コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
目
標
も

っ
て
コ
ー
ス
制
覇
も
楽

し
い
か
も
！
宮
古
市
の

浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
ジ
オ
や
ト
レ

イ
ル
コ
ー
ス
の
事
な
ど

教
え
て
も
ら
え
ま
す

し
、
地
元
ガ
イ
ド
し
か

知
ら
な
い
よ
う
な
デ
ィ

ー
プ
な
話
題
な
ど
聞
け

る
か
も
。
宮
古
市
に
お

越
し
の
際
は
、
是
非
お

で
ん
せ
。

　
自
然
や
植
物
の
パ
ワ

ー
を
も
ら
っ
て
心
と
体

に
栄
養
を
！
皆
様
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け

な
い
よ
う
免
疫
力
を
上

げ
て
元
気
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

（
次
回
は
釜
石
支
部
）

年
度
事
業
計
画
（
案
）、

特
に
も
令
和
元
年
度
に

つ
い
て
は
、
念
願
で
あ

っ
た
国
会
議
員
に
よ
る

電
気
工
事
議
員
連
盟
が

設
立
さ
れ
、
同
議
員
連

盟
に
提
出
し
た
優
先
度

の
高
い
要
望
事
項
に
つ

い
て
は
、
既
に
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
①
第
一
種
電
気
工
事

士
認
定
基
準
５
年
か
ら

３
年
へ
の
短
縮
、
②
認

定
基
準
短
縮
と
連
動
し

た
１
級
電
気
工
事
施
工

管
理
技
士
受
験
資
格
の

取
得
、
③
技
能
者
不
足

等
へ
の
対
応
を
重
点
に

組
合
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
取
り
組
ん
だ
。

　
本
県
が
重
点
事
項
と

し
て
強
く
実
現
を
求
め

て
き
た
認
定
基
準
の
短

縮
要
望
等
に
つ
い
て
、

実
現
が
早
ま
る
見
通
し
。

組
合
・
協
会
共
同

事
業
　
令
和
２
年

度
も
実
施
を
予
定

組
合
総
代
会
は
13

時
か
ら
　
協
会
総

会
は
15
時
か
ら

第
一
種
電
気
工
事

士
定
期
講
習
の
開

催
に
つ
い
て

地　区 開　催　日 会　場

盛岡会場
４月７日㈫ アイーナ

３月（未定） （未定）

奥州会場 6月11日㈭ Ｚホール

釜石会場 ４月17日㈮ 釜石市民ホール

来
年
度
の
事
業
計
画
案
な
ど
審
議

政
治
連
盟
評
議
員
会
開
催

 

政
治
連
盟
だ
よ
り

組
合

協
会 

共
通
だ
よ
り

ISO9001：2000　認証取得（本社・工場・仙台支店）

古川電気工業株式会社
本社 ･ 工場 ： 〒983-0034　仙台市宮城野区扇町二丁目１番10号
  TEL 022-236-6031㈹　FAX 022-236-7030
北日本支店 : 〒020-0816　盛岡市中野一丁目17-7
  TEL 019-623-6421㈹　FAX 019-624-1536
支店･営業所 ： 仙台・郡山・東京・横浜・システム事業部・栃木
   川崎・大阪・名古屋・札幌
  URL：http://www.furukawa-denki.com 

「人間の暮らしを豊かにする」をテーマに人々の暮らしに
役立ち社会に貢献し信頼を得て発展する企業を目指します。

＝受配電盤 /制御システム /Lon Works Ⓡ＝

本　　　社　盛岡市開運橋通４－10 TEL 019－653－2211㈹
本社業務地　紫波郡矢巾町流通センター TEL 019－637－2323㈹
営　業　所　盛岡・盛岡北・花巻・北上・水沢・一関・宮古・釜石・大船渡・

八戸・青森・秋田・鹿角・仙台・石巻・気仙沼・古川

株式会社 岩　　　電

電材流通の責務に徹して

電気・設備　総合卸商社

電気設備材料　住宅設備材料　家電機器　床暖房システム　重電機器
情報通信機器　防災設備機器　制御機器　空調設備機器　配電盤製作

取　　扱　　商　　品

くらしに明るい未来を創造する

本社 / 宮城県仙台市宮城野区日の出町 2-2-13
岩沼本社 / 宮城県岩沼市押分字南谷地 86-5
TEL:0223-25-6701 FAX:0223-23-7401

盛岡営業所・花巻営業所・水沢営業所・大船渡営業所

【取扱商品】
電気設備資材　ＬＥＤ照明器具　住宅設備 / 建材　空調設備機器

太陽光発電システム　省エネ設備機器　通信設備機器　防犯設備機器

◎お問い合わせ先…パナソニック株式会社ライフソリューションズ社  東北電材営業部  盛岡電材営業所
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当
協
会
で
は
、
協
会

員
を
対
象
と
し
た
一
斉

休
日
を
２
月
に
試
行
し

た
。
試
行
結
果
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
回
答
が
あ

っ
た
企
業
の
う
ち
約
３

割
が
「
全
社
員
実
施
で

き
た
」
と
す
る
一
方
、

半
分
以
上
の
企
業
が

「
一
部
の
社
員
が
で
き

な
か
っ
た
」
と
回
答
し

た
。
休
日
に
で
き
な
か

っ
た
社
員
が
い
た
理
由

に
つ
い
て
は
、
元
請
け

や
発
注
者
か
ら
の
要
請

に
関
連
す
る
も
の
が
多

く
挙
が
っ
て
い
る
。
同

協
会
で
は
20
年
度
以
降

も
時
期
を
ず
ら
し
て
の

試
行
を
検
討
し
て
い

る
。

　

今
回
の
一
斉
休
日

は
、
電
気
工
事
業
に
お

け
る
社
員
の
処
遇
改
善

推
進
の
一
環
と
し
て
試

行
し
た
も
の
。
実
施
日

は
２
月
８
日（
土
曜
日
）

で
、
19
年
12
月
上
旬
か

ら
、
日
本
建
設
業
連
合

会
な
ど
関
連
団
体
の
取

り
組
み
の
周
知
と
併
せ

て
会
員
に
協
力
を
要
請

し
た
。

　
試
行
結
果
に
つ
い
て

は
、
会
員
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
有

効
回
答
数
は
47
社
（
有

効
回
答
率
49
％
）
で
、

一
斉
休
日
を
「
全
社
員

実
施
で
き
た
」
は
13

社
（
27
・
７
％
）、「
一

部
の
社
員
が
で
き
な
か

っ
た
」
が
26
社
（
55
・

３
％
）、「
全
社
員
で
き

な
か
っ
た
」
が
８
社

（
17
・
０
％
）
だ
っ
た
。

　
休
日
に
で
き
な
か
っ

た
社
員
が
い
た
理
由

（
複
数
回
答
）
と
し
て

多
く
挙
が
っ
た
の
は
、

「
元
請
け
・
発
注
者
か

ら
の
要
請
」
が
22
社

（
46
・
８
％
）、「
停
電

作
業
等
や
む
を
得
な
い

理
由
」
が
10
社
（
21
・

３
％
）
な
ど
。
そ
の
ほ

か
に
も
「
工
期
が
決
ま

っ
て
い
る
が
、
発
注
時

期
が
遅
れ
た
」「
公
共

施
設
の
た
め
休
日
し
か

施
工
で
き
な
か
っ
た
」

「
建
築
会
社
が
祭
日
や

土
曜
日
を
休
日
に
し
な

い
た
め
」「
学
校
の
エ

ア
コ
ン
工
事
の
た
め
」

な
ど
、
元
請
け
や
発
注

者
サ
イ
ド
に
関
連
す
る

理
由
が
多
く
挙
が
っ

た
。
一
斉
休
日
は
で
き

な
か
っ
た
も
の
の
「
代

休
を
取
ら
せ
た
」「
振

替
休
日
と
し
た
」
と
回

答
し
た
企
業
も
一
定
数

み
ら
れ
た
。

　
社
員
が
休
日
を
取
れ

な
い
理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
課
題
（
複
数
回

答
）
と
し
て
は
、「
元

請
け
・
発
注
者
の
意

識
が
根
付
い
て
い
な

い
」
が
最
も
多
く
29

社
（
61
・
７
％
）。
次

い
で
「
人
手
不
足
」
21

社
（
44
・
７
％
）、「
工

期
が
短
す
ぎ
る
」
12
社

（
25
・
５
％
）
な
ど
。

こ
の
ほ
か
「
休
日
の
停

電
作
業
が
あ
る
」「
主

に
建
築
の
し
わ
寄
せ
で

休
め
な
い
」「
公
共
工

事
は
冬
季
の
工
期
が
多

い
」「
休
み
づ
ら
い
職

場
風
土
が
あ
る
。
同
僚

に
迷
惑
が
か
か
る
」
な

ど
の
回
答
も
あ
っ
た
。

　
同
協
会
の
千
田
新
一

専
務
理
事
は
、
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ

い
て
「
電
気
工
事
は
建

築
工
事
に
付
帯
す
る
も

の
で
あ
り
、
顧
客
の
要

望
に
応
じ
る
必
要
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
主
体

的
な
取
り
組
み
は
難
し

い
状
況
に
あ
る
。
ま
た

社
会
資
本
の
整
備
や
維

持
に
関
わ
る
以
上
、
工

程
の
関
係
か
ら
休
日
の

施
工
が
必
要
に
な
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
な
ど
の
課

題
も
分
か
っ
た
」
と
総

括
。
20
年
度
以
降
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は

「
今
回
は
年
度
末
の
２

月
に
実
施
し
た
が
、
季

節
要
因
の
有
無
な
ど
を

調
べ
る
た
め
に
も
、
実

施
時
期
を
ず
ら
し
て
の

試
行
を
検
討
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　
第
13
回
公
益
目
的
事

業
講
演
会
が
２
月
26

日
、
盛
岡
市
の
マ
リ
オ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
エ

ナ
ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
㈱
代
表
取
締
役

の
森
上
寿
生
氏
が
「
ポ

ス
ト
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池

シ
ス
テ
ム
の
今
後
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
今
後
の
太
陽
光

発
電
の
方
向

性
や
市
場
動

向
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し

た
。

　

講
演
会
の

冒
頭
、
松
橋

会
長
は
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
の
現
状

な
ど
に
触
れ
な
が
ら

「
産
業
用
太
陽
光
発
電

の
売
電
価
格
が
大
幅
に

下
が
っ
て
い
る
ほ
か
、

出
力
制
御
も
始
ま
る
な

ど
、
制
度
が
大
き
く
変

革
し
て
い
る
」と
述
べ
、

今
後
の
動
向
に
注
意
を

払
う
こ
と
を
呼
び
掛
け

た
。

　
森
上
氏
は
、
ポ
ス
ト

Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
太
陽

光
発
電
の
方
向
性
を
展

望
し
た
ほ
か
、
自
家
消

費
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
や
産
業
用
蓄
電
池
シ

ス
テ
ム
の
最
新
動
向
を

紹
介
。
10
〜
50
㌔
ワ
ッ

ト
未
満
の
産
業
用
太
陽

光
発
電
は
自
家
消
費
が

原
則
と
な
る
こ
と
、
２

５
０
㌔
ワ
ッ
ト
以
上
で

は
競
争
電
源
と
し
て
Ｆ

Ｉ
Ｐ
制
度
に
移
行
す
る

こ
と
な
ど
、
20
年
度
の

制
度
変
更
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　
今
後
の
太
陽
光
発
電

市
場
の
予
測
、
全
量
買

取
と
自
家
消
費
の
違
い

な
ど
に
も
触
れ
な
が

ら
、
同
社
が
提
供
す
る

太
陽
光
提
案
支
援
サ
ー

ビ
ス
「
ソ
ー
ラ
ー
マ
ス

タ
ー
」
の
概
要
や
特
徴

を
解
説
。
自
家
消
費
太

陽
光
導
入
の
成
功
・
失

敗
事
例
な
ど
も
示
し
な

が
ら
、「
逆
潮
流
防
止

で
捨
て
る
電
力
量
が
あ

っ
て
も
、
購
入
電
力
量

の
削
減
率
が
最
大
で
太

陽
光
供
給
電
力
単
価
が

最
小
に
な
る
ポ
イ
ン
ト

が
、
顧
客
に
と
っ
て
最

適
な
容
量
と
な
る
」
と

話
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
需
要
者

側
が
蓄
電
池
を
使
っ
て

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
調
整

す
る
Ｖ
Ｐ
Ｐ
や
、
需
給

バ
ラ
ン
ス
の
調
整
な
ど

に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

付
与
す
る「
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｂ
」

の
動
向
な
ど
も
紹
介
し

た
。

　
令
和
元
年
度
２
回
目

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

会
が
２
月
３
日
、
盛
岡

市
の
マ
リ
オ
ス
で
会
員

の
技
術
系
職
員
を
対
象

に
開
催
さ
れ
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
高
圧
受

変
電
設
備
の
計
画
・
設

計
・施
工
の
解
説
」
で
、

高
圧
受
変
電
設
備
を
整

備
す
る
上
で
の
、
各
段

階
に
お
け
る
留
意
点
を

協会員
対　象２月試行一斉休日
アンケート結果発表
約半数が「一部できず」

エ
ナ
ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
　
森
上
氏

今
後
の
太
陽
光
発
電
の
方
向
性
な
ど

第
13
回
公
益
目
的
事
業
講
演
会

学
ん
だ
。

　
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
営
業

本
部
電
気
設
備

部
部
長
・
品
質

管
理
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
の
佐

藤
和
弘
氏
が
講

師
を
務
め
、
受

変
電
設
備
に
関

す
る
法
規
か

ら
、
各
種
機
器

類
、
工
事
監
理

の
要
点
、竣
工・

引
き
渡
し
後
の

留
意
点
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

スキルアップ講習会
高圧受変電設備の
留意点などを学ぶ

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市津志田西2－3－13
 TEL （019）601－6838
 FAX （019）639－0058
　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所


